
今
、
ふ
れ
あ
い
の
村
で
は
・
・
・

＜赤ちゃんからお年寄りまで、 みんなが先生です！＞

　

一
年
で
一
番
寒
い
と
い
わ
れ
る
大
寒
の
時
期
で
す
が
、
メ
ジ
ロ
が
群
れ
を
成
し
て
サ
ザ
ン
カ
の

蜜
を
吸
い
、
賑
や
か
な
様
子
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
寒
い
中
で
も
活
動
す
る
生
き
物
た
ち
に

逞
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
◆
日
当
た
り
の
い
い
場
所
で
日
光
浴
を
し
て
い
た
の
は
キ
ジ
ム
シ
ロ
で
す
。

あ
た
た
か
く
て
気
持
ち
よ
さ
そ
う
で
す
。
葉
が
放
射
状
に
展
開
す
る
姿
が
、
キ
ジ
が
座
る
筵

(

む
し
ろ)

に
見
え
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
眩
し
い
ほ
ど
黄
色
く
輝
い
て

い
ま
し
た
。
◆
事
務
所
近
く
の
ツ
ツ
ジ
か
ら
顔
を
出
し
て
い
る
の
は
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
。
赤
い
冬
芽
が
た

く
さ
ん
つ
い
て
い
ま
す
。
赤
い
部
分
は
芽
鱗(

が
り
ん)

と
い
い
、
中
身
を
守
る
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
二
月
ご
ろ
に
な
る
と
芽
鱗
が
徐
々
に
外
れ
、
フ
サ
フ
サ
し
た
花
穂
が
で
て
き
ま
す
。
こ
の

花
穂
が
ネ
コ
の
尻
尾
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
と
い
う
名
が
つ
い
た
そ
う
で
す
。
な
ん

と
も
か
わ
い
ら
し
い
由
来
で
す
ね
。
◆
ア
ザ
ミ
は
種
を
飛
ば
し
て
い
る
途
中
、
ウ
バ
ユ
リ
は
種
を
飛

ば
し
終
え
た
様
子
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
仕
事
を
終
え
る
植
物
の
姿
が
ち
ら
ほ
ら
あ
り
ま
す
が
、
ス

ギ
が
徐
々
に
色
づ
い
た
り
、
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
が
咲
き
始
め
た
り
、
春
は
も
う
す
ぐ
で
す
。

ノササゲ

氷

アザミ ウバユリ

メジロ

キジムシロ ネコヤナギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
グ
イ
ス

　

ウ
グ
イ
ス
は
全
国
的
に
分
布
し
ま
す
が
、
北
海
道
や
本
州
の
雪
深
い
寒

冷
地
で
は
冬
季
は
温
暖
な
地
方
に
移
動
す
る
の
で
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
本
州
な
ど
の
多
く
の
地
方
で
は
個
体
の
移
動
は
あ

り
ま
す
が
、
年
中
私
た
ち
の
近
く
に
生
息
す
る
鳥
で
す
。

　

平
地
で
鳴
き
始
め
る
季
節
が
早
春
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
告
鳥
（
ハ
ル

ツ
ゲ
ド
リ
）
の
別
名
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
年
の
最
初
に
鳴
き
声
を
聞
い
た
日
の
こ
と
を
初
鳴
日
（
し
ょ
め
い

び
）
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
い
う
声
は
待
ち
遠
し

い
も
の
の
よ
う
で
す
ね
。

　２ 月　自然のたより
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　 2000 年頃から国内で見られるようになり、 神奈

川では 2006 年に秦野市で初めて記録された外来

種のムネアカハラビロカマキリ。 今年度、 村でも

多くみられるようになり、 卵を発見しやすいこの時期

に調査してみました。 卵の特徴は全体的に白っぽ

く、 黒い筋があります。 また、 産み付けられた卵

の下部が枝から離れます。 そよかぜ広場周辺を職

員三人で調査した結果、 なんと 13 個も見つかり

ました。 調査中、 在来種であるオオカマキリやチ

ョウセンカマキリの卵もちらほら発見できましたが、

圧倒的にムネアカハラビロカマキリの卵の方が多

いです。 在来種の卵は色的に見つけにくいことも

理由に挙げられそうですが…。 後日、 金太郎広

場周辺を職員を増員し５名で調査してみると、なん

と 70 個も見つかりました。 在来種が駆逐されてし

まうのではないかと心配ですが、 これだけみつかっ

てしまうと、 もう手遅れなのではないかと思ってしま

います。 外来種、 恐るべしです。

　

　 くりのき村周辺を散策しているとポロポロとした糞と足跡がありました。 シカが

来ているようです。糞の乾燥具合から、数時間前だと考えられます。 近くには

折れていたり葉がなくなっているササもあります。 植物質のものであればシカは

なんでも食べるそうなので、村のササも食料にされたようです。工作棟近くの木

の根元には大きな穴を発見しました。 穴の入り口の直径は 30 ㎝ほどあり、 奥

行きは 1m 以上ありそうです。 イノシシはススキなどでドーム型の巣穴を作るので

イノシシのものではない気がします。 また、穴の前には相当掘り起こしたような跡

があったので、 穴掘りが上手と言われるアナグマのものではないかと推測でき

ます。 この時期は足跡や糞、 食べ跡、 巣など動物の痕跡も見つけやすく、

動物によって特徴が異なるので調べてみると面白いです。

※今後、変更等がある可能性がありますので『足柄ふれあいの村』のホームページを随時ご確認ください。

★来月のファミリーコミュニケーションの日 ：３月３日
10:00～ 12:00 《自然観察会》私の春一番をさがしに行こう！　(参加費無料）

13:00～ 15:00《チョーク絵講座》『春の息吹を描こう』（初回 250 円）

シカの糞

シカの食べあと

七
十
二
候　

魚
氷
に
上
る

う
お
こ
お
り
に
い
ず
る　 

二
月
十
四
日
～
十
八
日

★フィールドワーク★ 野外を探検・調査・観察することを
フィールドワークといいます。

【イベントのご紹介】

 

※お問合せは、足柄ふれあいの村へ電話（0465-72-2010）されるか、
   『足柄ふれあいの村』のホームページにアクセスしてください。

　ふれあいの村近辺の畑で丹精込めて育てた旬の野菜を収穫し、そ

れを使って野外炊事をします。自分たちの手で採った野菜で作った

ごはんは絶品です。家族で親子で野菜と自然を満喫しましょう。

実  施  日）４月２０日 (土)　　　　収 穫 物） たけのこ
会　　場）足柄ふれあいの村　
対　　象）　家族・親子　　　　定　　員）３５名　　　　
参  加  費） 中学生以上　　　　２,７００円（予定）
　　　　　３歳以上～小学生　２,０００円（予定）
申込期間）　２月５日 ( 月 ) ～３月１５日 ( 金 )

「Mori・キッチン①」のご案内

　

冬
の
間
氷
の
下
の
冷
た
い
水
の
中
で

じ
っ
と
し
て
い
た
魚
た
ち
が
春
を
感
じ

と
り
、
元
気
よ
く
動
き
始
め
ま
す
。

　

水
が
ぬ
る
み
、
春
の
陽
光
が
水
面
に

き
ら
め
き
出
す
と
様
子
を
伺
う
よ
う
に

水
面
近
く
に
上
が
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
早
春
は
ま
だ
寒
く
、
寒
暖
の

差
も
激
し
い
で
す
か
ら
あ
た
た
か
い
日

に
は
上
が
っ
て
き
て
、
寒
い
日
に
は
ま

た
も
ぐ
る
、
そ
ん
な
こ
と
を
く
り
か
え

す
よ
う
で
す
。

　

魚
に
と
っ
て
一
度
の
差
は
、
人
間
に

と
っ
て
五
度
の
差
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

なにものかの巣穴

動物の痕跡 外来カマキリの卵

シカの足跡シカの痕跡

ム
ネ
ア
カ
ハ
ラ
ビ
ロ
カ
マ
キ
リ

　
　
　
　
　

の
卵
鞘

ニ
ジ
マ
ス

メ
ダ
カ
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※ﾌｧﾐﾘｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ運動の一環として、毎月、第一日曜日に開催中です。

※申込み・問合せは電話などでお気軽にどうぞ。


